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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公表番号】特表2016-534715(P2016-534715A)
【公表日】平成28年11月10日(2016.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2016-063
【出願番号】特願2016-524143(P2016-524143)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｆ
   Ｃ１２Ｍ    1/00     　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗精神病薬処置に応答した被験体の体重変化を予測する方法であって、
　被験体から入手したゲノムＤＮＡを含む生体試料において、被験体のＧＡＢＲＡ２遺伝
子における１以上の多型またはその相補体の存在または非存在を判定することを含み、こ
こで下記：
　　ｒｓ２７９８５８（Ｔ／Ｔ）、
　　ｒｓ１４４２０６２（Ｇ／Ｇ）、
　　ｒｓ１６８５９２２７（Ｃ／Ｃ）、
　　ｒｓ１１５０３０１４（Ｇ／Ｃ、Ｇ／Ｇ）、
　　ｒｓ６８５６１３０（Ｇ／Ａ、Ｇ／Ｇ）、および、
　　ｒｓ１３７２４７２（Ａ／Ａ）、
から選択される１以上の多型の存在が、抗精神病薬処置に対する被験体の体重増加の予測
となる、前記方法。
【請求項２】
　その方法がさらに、ａ）ＧＡＢＲＡ２遺伝子における１以上の多型の存在または非存在
の判定から得られた結果に基づいて、被験体を１以上の療法薬で処置する；ｂ）ＧＡＢＲ
Ａ２遺伝子における１以上の多型の存在または非存在の判定結果に関して被験体にアドバ
イスおよび／またはカウンセリングする；ｃ）結果を医師、医療サービス提供者または他
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の第三者に伝達、アドバイスおよび／または送達する；ｄ）結果に基づいて１以上の特定
の抗精神病薬処置で被験体を処置する；ｅ）抗精神病薬処置の前、処置と同時または処置
の後に、体重増加を制御するための１以上の療法または療法薬で被験体を処置する；ｆ）
被験体の体重をある期間にわたってモニタリングする；ｇ）患者または被験体に運動また
は食事変更を処方、推奨または指示する；ｈ）被験体をメタボリックシンドロームまたは
その１以上の症状についてモニタリングする；ｉ）被験体を心血管疾患またはその１以上
の症状についてモニタリングする；ｊ）あるいはａ～ｉ）のいずれかの組合わせのうち少
なくとも１つの工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　被験体が、統合失調症または統合失調感情障害を伴なうと診断されているか、統合失調
症または統合失調感情障害を発症する可能性があるか、あるいは統合失調症または統合失
調感情障害の１以上の症状を示している、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　被験体が、１以上の精神病性症状を示しているか、あるいは１以上の精神病性症状を示
すリスクをもつ、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ＧＡＢＲＡ２遺伝子における１以上の多型が
【化１】

またはその相補体に関するものであり、多型部位がかっこ内の下線を施した太字にある、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＧＡＢＲＡ２における１以上の多型が、ｒｓ１６８５９２２７（Ｃ／Ｃ）、ｒｓ２７９
８５８（Ｔ／Ｔ）、またそれらの両方を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　１以上の多型が、さらにｒｓ１４４２０６０（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３）のＡ対立遺伝
子、ならびにｒｓ２７９８５８およびｒｓ１４４２０６０においてＴ－Ａハプロタイプと
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して定められるＧＡＢＲＡ２における多型を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ＧＡＢＲＡ２における１以上の多型が、ｒｓ１６８５９２２７およびｒｓ２７９８５８
の両方、ならびにｒｓ１６８５９２２７およびｒｓ２７９８５８においてＣ－Ｔハプロタ
イプとして定められるＧＡＢＲＡ２における多型を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　多型のうち少なくとも１つがｒｓ１６８５９２２７（Ｃ／Ｃ）またはｒｓ２７９８５８
（Ｔ／Ｔ）により定められる、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　生体試料が血液試料である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　下記のうち１以上を含むキット：
　ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～９に定める多型またはその組合わせを含むヌクレオチド
配列を増幅するための１以上のプライマー；
　ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～９のいずれか１つに、多型部位を含むヌクレオチド領域
上においてハイブリダイズする１以上のプローブであって、多型部位に示す多型の特定の
バリアントにハイブリダイズするプローブ；
　ｃ）ＰＣＲもしくはプローブハイブリダイゼーションを実施するための１以上の緩衝液
、１以上のＤＮＡ増幅酵素、またはそのいずれかの組合わせを含む、１以上の試薬および
／または製品；
　ｄ）エキソヌクレアーゼアッセイ、ヌクレオチド配列決定、またはそのいずれかの組合
わせに用いるものを含む、多型を遺伝子型判定するための１以上の試薬、構成要素および
製品；
　ｅ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～２またはその組合わせのうちのいずれか１つを含むヌク
レオチド配列の配列を決定するＤＮＡ配列決定反応を実施するための、１以上の試薬、構
成要素または製品；
　ｆ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１～９またはその組合わせのうちの１以上を含む遺伝子チッ
プまたはマイクロアレイ；
　ｇ）１セット以上の指示；
あるいはその組合わせ。
【請求項１２】
　ＧＡＢＲＡ２遺伝子における１以上の多型の存在が、体重増加リスクを有する被験体に
対して、クロザピンおよびオランザピンの処方を避けることを推奨する基準となる、請求
項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ＧＡＢＲＡ２遺伝子における１以上の多型の存在が、体重増加リスクを有する被験体に
対して、ロキサピン、イロペリドン、アセナピン、ルラシドン、ジプラシドン、アリピプ
ラゾール、フルフェナジン、およびハロペリドールから選択される抗精神病薬を処方する
ことを推奨する基準となる、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　被験体がヒトである、請求項１に記載の方法。


	header
	written-amendment

